
 

８月 ほけんだより  

 猛暑が続いています。子どもたちは、暑さの中でも夢中になって遊ぶので、水分の補給は十分に気を配りましょう。

また、夏休みに遠出される方も多いと思います。体調やけがに気をつけながら、楽しい夏の思い出をつくりましょう。 

 子どもが突然熱を出す

と、心配になりますね。特

に「何も食べてくれない」

ときは焦ってしまいがち

ですが、発熱の時は無理に

食べさせなくてもまずは、

「水分補給」をしてあげて

ください。体調が改善され

ないときは、早めに受診し

ましょう。 

 のどが痛いと食べたり飲んだりす

るのをいやがるもの。そんなときは

食事のバランスよりも、本人が食べ

られるものを優先しましょう。 

 体温の調節機能が十分発達していないにも関わらず、

代謝が活発な乳児・幼児は、脱水を起こしやすいので、

特に注意が必要です。 
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 ほくしんこども園 

・「少しの間だから」「寝て

いるから」と、子どもを

車内に残すのは非常に

危険です。 

・夏の車内温度は、エンジ

ンを切るとわずか数分

で危険な暑さに達しま

す。 

・コンビニやサービスエリ

アでの買い物も、必ず一

緒に連れていきましょ

う。 

 

◎報告書が必要な主な感染症◎ 

・アデノウィルス・ヘルパンギーナ・手足口病・インフルエンザ・コロナウイルス・RSウイルス 

・流行性角膜炎・溶連菌など 

○感染症にお子様がり患された場合は、速やかに園までご連絡ください。また、登園再開時には「経過報告

書」の提出をお願いいたします。用紙は、園にありますので、事前に園に取りに来ていただきご家庭で記

入していただくか、登園を再開される日の朝、園にてご記入いただくかどちらかでの提出をお願いいたし

ます。 

気をつけたい夏風邪 

アデノウィルス（プール熱など） 

 のど（咽頭）と目（結膜）に炎症が起こ

り、高い熱が出ます。うつりやすいため、

家族みんなでこまめに手を洗い、タオルな

どを共有するのはやめましょう。 

・３８～４０度の高い熱が数日続くことも 

・のどが痛む 

・白目が充血（赤くなる）し、まぶたがはれる。

涙や目やにが出る 

 

《登園再開の目安》 

 熱や目の症状が治まった後、２日が経過したら 

ヘルパンギーナ 

 突然高い熱が出て、数日続きます。口の

中に水ぶくれができ、２～３日ほどで破れ

て潰瘍になって痛みます。原因となるウイ

ルスが複数あるため、繰り返しかかること

があります。 

・口の中、のどに白っぽい水ぶくれができる 

・高い熱が数日続くことが多い 

 

《登園再開の目安》 

 熱や口の中の水ぶくれ、潰瘍が治まり、普段の

食事がとれるようになったら 

手足口病 

最初に口の中にポツポツができ、痛みの
ため飲んだり食べたりするのをいやがり
ます。この時に熱が出ますが、半数は熱
を伴いません。その後、手のひら、足の
裏に赤っぽい水ぶくれができて痛みま
す。原因となるウイルスが複数あるため、
何度もかかる可能性があります。 

・口の中のポツポツが痛むため、飲んだり食べた   

 りするのをいやがる 

・手のひらや足の裏にポツポツができる 

 

《登園再開の目安》 

 熱や口の中の水ぶくれ、潰瘍が治まり、普段の

食事がとれるようになったら 

※夏風邪は、どれも特効薬はありません。休むことがいちばんの薬です。しっかり休んで回復させるほう

が、ぶり返しにくく、長引きません。 
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